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,白山小学校では，歯の健康について

発達段階に応じた学校独自の歯科授業
を実施しています。２月20日には１年間の取り組みをふり返り ２月20日に，第４回学校
ました。学校歯科医蓮井先生と歯科衛生士のみなさん，教職員 運営協議会が開かれまし
が参加して，今年度の成果と課題を整理しました。 た。三木町教育委員会より

今年度は 「香川県よい歯の 市川隆義教育長，香川大学，
学校 小学校 大規模校の部」 教育学部より柳澤良明先生
で 最優秀賞を受賞しました が出席されました。会では，来年度の活動の方向や活動内容が， 。

来年度からも子どもたちが 話し合われました。以下，主なことを紹介します。
自分の歯の健康を自分で守る
ことができるような学びの場

。を設定したいと考えています

～学習サポーターのみなさんと豊かな学びを～
井戸婦人会，井戸老人クラブ，

新開地区大獅子保存会，中国銀行
のみなさんが分かりやすく教えて
くださいました。

～サポーターのみなさんと共に心もみがこう～
２月２４日に今年度最後の

ピカピカ大そうじがありま
した。今回は，異学年集団
で廊下の黒ずみを取る活動
をしました 「ごしごしみが。
いているときは思わなかっ
たけれど，立って廊下を見
ると，かなりきれいになっ
ている 「６年生が優しく。」
教えてくれた 」等，短時間。
の活動でしたが，充実した
活動になりました。

わくわく学習部会は，３年生のはくざんっ子学習「校区のみなさんと交流しよう ，社会科「昔の道具」
を使ってみよう」を応援して餅つきを企画しました。初めて餅つきを体験する子どもも多く，会場には

「どっこいしょ」の大声援が起こり，参加者の気持ちが一つになりました。

おやじの会，井戸婦人会，おふくろの会のみなさんと共に
学校歯科医蓮井先生もかけつけて

・ 子どもたちも地域の一員である。広報活動のアイディアを
子どもが出す，子どもから情報を発信する等できないか。

・ 子どもたちがふるさと（校区）を広く見つめ，ふるさとに
ついて知る機会がもてるような活動を企画する。

・ はぐくみ運動の見直しやおにぎり弁当の日の設定等で，保
護者も主体的に参加できるような活動を仕組む。

・ 言葉遣いや挨拶について，大人から気をつけたいものであ
る。爽やかな挨拶ができる子どもだけでなく，声が小さく
ても会釈や笑顔で応えられる子どもも素晴らしい。

はくざんコミュニティ･スクールだよりはくざんコミュニティ･スクールだより



地域のみなさんと子どもたちが育てたお米を使った「うちの米料理」を紹介します。全ての応募作品
は，理科室西側の掲示板で詳しく紹介しています。来校の折には，ぜひご覧ください。間もなく春休み
です。子どもたちと共に日本の食文化の原点であるお米を使った料理をしてみませんか。

あげないライスボール

兄妹 ＤＥ 細巻き

かにかまのおいしい細巻きぴっぴ飯（米とうどんのコラボ）

お祝いケーキずしと手まりずし

ご飯でピザ!! みんな大好き焼きおにぎり

にんじんとわかめのたきこみご飯

フライパンでじゅー 焼きおにぎり

いろいろ巻きずし－すし職人になったつもりで－

おしゃれなカレーピラフ

春のちらしずし ＆ シロ

春の具だくさんたきこみご飯

ごま油が隠し味春のおにぎり

おしゃれな揚げおにぎり

具だくさんパエリア

大好きライスバーガー味わい根深飯

一番美味いおにぎり ＆ 春ドリア

ぱくぱくライスボール


